
(2)令和８年度地域公共交通シンポジウムの開催について

⼈⼝減少や⾼齢化、運転⼿不⾜の進⾏により、地域公共交通
を取り巻く環境は厳しさを増しています。

本シンポジウムは、奥州市の公共交通の現状と課題を市⺠・
公共交通事業者・⾏政で共有し、誰もが暮らし続けられる地域
の移動のあり方を考える機会として開催します。

定例記者会⾒資料 令和８年10月７日 政策企画部政策企画課公共交通対策室
１ 開催趣旨

⽇時︓令和８年10月18⽇（⽇）10:00〜15:00
展示・イベント 10︓00〜15︓00
シンポジウム 13︓30〜15︓00

会場︓奥州市⽂化会館（Ｚホール） 展示室ほか
参加料︓無料 申込︓不要
主催︓奥州市地域公共交通会議、奥州市

２ 開催日時・場所

(3) 同時開催
関連企画として、岩⼿鉄道

模型仲間の会による「鉄道
フェスタ2026」を同会場で開
催します。

３ 内容

ウ） 対談（14:20〜14:50）
市内各地区センターから事前に寄せられた意⾒をもと

に、地域公共交通の課題や今後のあり方について対談し
ます。

・井原 雄⼈ 氏
・若菜 千穂 氏
（NPO法⼈いわて地域づくり支援センター 常務理事）

※両氏は、東北運輸局の公共交通⼈材ネットワーク「東
北仕事⼈」のメンバーです。

※令和7年度開催の様⼦

(1)  シンポジウム（ 13:30〜15:00 ）

地域公共交通の現状や課題、今後のあり方について、市
⺠・公共交通事業者・⾏政が共に考える機会とします。

ア） テーマ 「移動の未来を、地域の未来に」
イ） 基調講演（13:35〜14:20）

演題︓「地域のおでかけの選択肢と関わり方」
講師︓ 井原 雄⼈ 氏

（名古屋大学大学院環境学研究科附属持続的共発展教育
研究センター客員准教授）

(2) 展示・イベント（ 10︓00〜15︓00 ）
公共交通への理解促進と利⽤機会の創出を目的に、次の内

容を実施します。
・バスの乗り方教室
・無料シャトルバス運⾏

（会場〜⽔沢駅〜⽔沢観光物産センター）
・交通事業者、市の取り組みのパネル展示
・岩⼿県交通株式会社による物販コーナー など

※バスの乗り方教室の実施時刻、シャトルバスの運⾏時刻
は、別添チラシのとおりです。
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